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概要 

京都大学数理解析研究所にて発刊している数理解析研究所講究録を 2006 年度より電子

化し、公開している。冊子体のスキャンに始まり、OCR 処理、電子化のスピードアップ、

入稿原稿および入稿方法の電子化と改善を重ねてきた。本稿ではこれまでの電子化の取り

組みを報告する。 
 

1  はじめに 

数理解析研究所（以下、「当研究所」という）

では、共同研究の記録として、数理解析研究所講

究録（以下、「講究録」という）を刊行している。

1964 年の開始以来、毎年数十巻を刊行し、2016 年

には 2000 巻が刊行された。 

2006 年度からは、「『講究録』の電子化・オンラ

イン化についての方針」[1]に基づき、講究録を電

子化し、京都大学学術情報リポジトリおよび、当

研究所ホームページにて公開している。単に冊子

をスキャンするだけでなく、OCR 処理や電子化の

タイミングなど、より研究に資する形式を検討し、

改善を重ねてきた。本稿ではその内容を報告する。 

2  刊行済み講究録の電子化（2006 年～） 

講究録の電子化以前、その内容を確認したい場

合は、刊行された冊子を直接閲覧するしか方法が

なかった。ただし、各巻の目次だけは当研究所ホ

ームページに公開していた。 

2006 年度より、2005 年度までに発刊された講究

録を順に遡って電子化し、京都大学学術情報リポ

ジトリへ登録を行った。また当研究所 Web サーバ

にも電子化したデータを置き、ホームページで公

開していた目次のデータにリンクを貼る形で、公

開を始めた。 

2.1 メタデータの作成 

電子化した論文をリポジトリに登録する際、論

文自体の情報（著者、タイトル、言語、など）を

メタデータ（図 1）として登録する必要がある。

冊子から必要な情報を拾い、手入力で完成させた。 

 
図 1 メタデータの例 

2.2 論文のスキャンと OCR 処理 

原稿は、冊子体を裁断して PDF 形式でスキャ

ンした。解像度は 600dpi とし、スキャン後のデー

タに OCR 処理を行った。OCR 処理は、数式を認

識し、TeX の構文に変換する株式会社デジタルノ

ーツの OCR ソフト [2]を使用した（図 2）。これに

より、数式の検索が行いやすくなった。 
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図 2 数式対応の OCR 

2.3 ホームページ更新処理の半自動化 

メタデータは構造化された扱いやすいデータで

あるため、ホームページで電子化した講究録を公

開する際にも利用している。メタデータの内容を

読み取って、HTML ファイルを生成し、公開用の

PDFデータとともにWebサーバへアップするとい

う一連の作業をツールで行うようにした（図 3）。 

 
図 3 ツールによるホームページ更新処理 

2.4 課題 

第１巻まで遡って電子化し、公開することがで

きた。しかし、2006 年度から最新巻は、コストを

下げるため 100 巻ごとにまとめて電子化、公開し

ていた。そのため、冊子の発刊から電子化まで最

大で 2 年程度待たなければならない場合もでてき

た。 

3 速報ファイルの公開（2012 年～） 

最新巻発刊から電子化まで時間がかかるとい

う不便を緩和するため、講究録の印刷前のデータ

を当研究所ホームページにて速報ファイルとして

公開することとなった[3]。 

3.1 印刷前データの収集 

講究録の原稿はすべて紙で入稿していたが、速

報ファイルとして公開するにあたり、著者から電

子データの提供も依頼することにした。 

3.2 課題 

 PDF データの場合、フォントの埋め込みがなけ

れば、閲覧環境によって見た目が変わる場合があ

り、著者の期待通りの仕上がりとならない可能性

がある[4]。そのため、講究録の印刷業者への入稿

は以前と変わらず紙で行っていた。結果、速報フ

ァイルとして直ちに論文の公開ができるようにな

ったが、その分作業量が増えてしまった。 

 また、速報ファイルはあくまでも発刊前の稿で

あり、冊子体をスキャンした正式版の公開は従来

通り 100 号ごとのままだった。 

4 電子入稿の開始（2018 年～） 

講究録の著者は、速報ファイル用に電子データ

を、冊子用に紙原稿をそれぞれ入稿しており二度

手間と言える状態だった。また、冊子体の刊行か

ら、冊子をスキャンした電子化データの公開には

時間差があった。これらを解消するため今年度よ

り、著者からは PDF 形式のデータのみを入稿して

もらい、そのデータをもとに、当研究所ホームペ

ージおよび、京都大学学術情報リポジトリにて公

開するよう改めた。これにより、冊子体のスキャ

ン作業も今後なくなる予定である。 

4.1 アウトライン化データで原稿確認 

従来、講究録の原稿はすべて紙で入稿していた

ため、原稿と発刊された冊子はそのまま同じ見た

目だった。ところが PDF データの場合、フォント

の埋め込みがなく、閲覧環境に指定のフォントが

ない場合、フォントの置き換えが起こり、見た目

が変わってしまう。そこで、入稿された PDF デー

タを当研究所にてアウトライン化し、それを印刷

後のイメージとして、著者に確認してもらうこと

にした（図 4）。 

 

 

通常の OCR 

inf >0 [ 1 B � A + (log)A]> �1: 

 

数式対応の OCR 

$¥inf_{¥alpha>0}[¥frac{1}{¥alpha}B-A+ 
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ホームページの更新 



 
図 4 環境による見え方の違いとアウトライン化 

 

4.2 入稿、確認用の Web フォームとクラウドスト

レージ 

 原稿が紙からデータに置き換わるため、入稿方

法も郵送から Web フォームに変更した（図 5）。フ

ォームからアップされたデータはクラウドストレ

ージから確認することもできる（図 6）。 

 
図 5 原稿入稿フォーム 

 

 
図 6 クラウドストレージから原稿を確認 

4.3 課題と今後の展開 

電子入稿は始まっており、今後 2019 年の初め

頃からは電子入稿された原稿が講究録として発刊

される予定である。現状は特に大きな問題はない

が、まだ経過の観察中である。 

今後はメタデータの作成をより効率的に行う

支援ツールの作成を検討している。 

5 まとめ 

今回、2006 年度から始まった講究録電子化の取

り組みを振り返った。過去の論文の電子化に始ま

り、新刊の電子化、そして入稿プロセスをも電子

化することができた。ICT の進歩に合わせ、より

研究に資する形を模索し、改善を重ねてきた研究

所スタッフの努力の歴史と言えるだろう。今後と

も利用者からのフィードバックを得ながら、付加

価値の向上と効率化を図っていきたい。 
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